
《連載シリーズ③》 

お子様が定期テストでよい点数を取るために 
保護者として知っておきたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうすれば「いい成績」がとれる？  

通知表でよい成績（よい総合評価）をもらうために

は、観点別評価 1 2 3 4でまんべんなく高い評価

をもらうことが必要です。それには、以下の点がポイント

になると考えられます。 

〔1〕日々の授業を大切にして、意欲的に取り組むこと 

〔2〕提出物をしっかりと出すこと（期日を守ることや内

容自体ももちろん重要です） 

〔3〕定期テストで高い点数を取ること 

〔1〕と〔2〕は、４つの観点のうち 1 関心・意欲・態度

にあたるものです。この観点でよい評価を得ることが、最

も簡単で、最も重要なことです。ただしこの点は「塾に

通えばとうにかなる」というものでありません。ぜひご家庭

で話をしてみてください。 

 学習塾でサポートできるのは〔3〕ということになります。 

 テストの得点をアップさせるためには「相応の努力」が

必要になります。数多くの問題を解いて訓練すること、

まちがった問題をしっかりと復習することなど、生徒白身

だけではなかなか難しい面もあります。 

 また、現在の定期テストは残りの 3

つの観点 2 3 4 を評価するテストに

なっている、という点が重要です。当塾

では、単に基礎知識の定着のみなら

ず、定期テストにおける「観点別評価の攻略方法」をふ

まえて、定期テスト対策をおこなっています。 

最近の定期テストは？ 

では、実際の定期テストではどのように「観点別に評価

する問題」が出題されているか、英語を例にして見てみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題では，4 理解と 2 表現という観点の問

題が出題されています。4 理解 の問題は，「英語の

文章をしっかりと理解している（かどうか）」を確認して

いる問題ですが，それに加えて，英語で答えさせること

で，英語の知識(があるかどうか)も確認しています。 

2 表現 の問題は，「英語で自分の考えを表現でき

る（かどうか）を確認している問題です。 

どちらも，保護者の皆様が中学生だった頃にはおそ

らく見かけることの少なかったタイプの問題であろうと思い

ます。 

また，定期テストの問題用紙にもこのように観点別

の評価項目を「明確に」記載している学校が増えてきて

います。
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